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論文内容の要旨
本論文は高次に構造制御された超構造セラミック複合体の創製を目的とし、ニオブ酸リチウムにチタンなどを過剰
























(1) 粉末冶金的手法を用いて、チタン添加ニオブ酸リチウムからなり、超構造を持つ固溶体 (M 相固溶体)の多結
晶体を種々の条件で作製し、材料の作製プロセスと微細構造関係について、さらに微細構造が電気的特性に与える影
響について調べている。これらの結果から構造異方性をもっ材料の開発においては結晶方位に対する配慮が重要であ
ることを指摘している。
(2) 上記の結果をふまえ、超構造を持つ結晶の配向制御を試み、ゾルゲ、ル法などの手法を用いることによって、電
気的・光学的に特異な特性を持っと考えられる超構造を基板上で完全に配向させ、可視光に対して透明な膜材料の合
成に成功している。
(3) M相組成を持つ材料を単結品化すると、格子レベルで、超構造を持つ母相結品中に、ミクロンサイズの柱状結晶
が自己組織化的に規則的配列して高次構造を形成することを初めて見いだしており、超構造と柱状粒子の聞には一定
の方位関係が常に成立していること、結晶異方性に伴う界面エネルギーの違いがこのような自己組織化高次構造を形
成する主因であることを明らかにしている。
以上のように本論文は、ニオブ酸リチワムにチタンなどを過剰に添加したときに現れる超構造を持つ固溶体 (M 相)
について、材料の特異な異方性が構造要素にもたらす様々な効果を見いだしている。これらの知見は原子・分子レベ
ルからミクロンメータースケールまでの全領域で多元的に構造ならびに組成制御した材料の創製を可能とする、新た
な設計指針となりうるもので、物質化学、材料工学、複合材料工学の発展に大きく寄与するものである。よって、本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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